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【目的】医療ソーシャルワーカー（以下、ＭＳＷ）協会では、過去の災害時に記録書式を作成したが、１．５

次避難所では活用出来なかった。支援者が繋ぐ避難所では、質の平準化の為に記録が重要で、その改

良の過程から災害時に必要な記録について考察することを目的とした。 

【方法】１．５次避難所では団体毎に異なる書式を用いており、ＭＳＷは情報を得て面接し、アセスメントシ

ートを記載した。９ヶ月の活動期間中、活用した記録及び資料より、避難所における記録について考察し

た。 

【結果】アセスメントシートは記載項目に漏れや誤り、自由記載はばらつきがみられた。入所が長期化し、

加筆修正が増え、基本情報様式を追加した。退所時の情報提供は、団体共通の様式がなく、ＭＳＷ独自

のソーシャルワーク・サマリーを作成し運用した。 

【結論】支援を繋ぐ避難所では、正確な情報に基づくアセスメントは必須で、多職種協働で支援が展開さ

れることから、ＭＳＷは外部環境と連動し、記録の改善を図ったと考える。関係機関へ繋ぐソーシャルワ

ーク・サマリーは、正確な情報と支援経過を要し、今後、避難所におけるＭＳＷ支援の質の平準化に、ア

セスメントシートの開発も必要である。 
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